
「NEDO水素・燃料電池プロジェクトレビュー2021」

水素利用等先導研究開発事業/
水素製造に関する情報収集・動向の俯瞰的調査

発表：みずほ情報総研株式会社
（2021年4月からみずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社に社名変更）

【事業の概要】
【実施期間】
2019年12月～2021年3月

【事業目的】
「カーボンフリーなエネルギーの新たな選択肢」としての水素等の地位確立を目指した技術開発に資するべく、2040年
以降に社会実装が開始されるフェーズの水素製造技術を主な対象に、国内外情報の更新拡充と体系化・構造化に取
り組む。これにより、我が国のニーズ特性に応じた技術開発の探索、我が国が今後競争力を維持するために取り組むべ
き事項等について明らかにし、今後の研究開発事業で取り組むべき事項の抽出及び成果の実用化確度の向上に繋が
るマネジメントに役立てることが本事業の目的である。

【実施内容】
以下の項目について、文献調査・ヒアリングにより調査を行った。
また、調査にあたっては有識者からなる委員会を設置し、定期的に助言・コメントを頂きながら調査を進めた。
●国内外の水素関連政策動向、水素製造技術開発の動向についての情報収集と整理
●CO2を排出しない水素製造技術の社会実装の条件や将来の社会実装の姿の分析
●今後取り組むべき技術開発の方向性についての分析

連絡先 みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社
E-mail:natsuki.kariya@mizuho-ir.co.jp
TEL:03-5281-5415 1/4



実施内容の概要：政策調査

 特に欧米中を対象に、量的観点（水素の需給見通し）、想定する水素の製造技術、水素製造技術開
発の方針といった観点から政策・ホワイトペーパーなどの調査により、各国動向を調査・整理した。

【量的観点】
 EU、米国は将来の需要推計から水素

供給の姿を検討。
 共に2030年断面で1400万t以上の

ポテンシャルとの試算あり。

【想定する製造技術】
 各国とも自国資源の特性に適した形

でクリーン水素製造を志向。
 欧米は水素供給面ではグリーン水素・

ブルー水素を両睨み。中国も長期的に
はグリーン水素が支配的。

 産業政策の観点から欧州は水電解技
術開発・実証に注力。
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実施内容の概要：技術動向調査

NEDO水素先導事業で現在技術開発を進めている製造技術（メタン熱分解等炭化水素由
来CO2フリー水素製造技術、水電解技術）を主対象に、詳細な技術動向調査を実施。

現在研究開発されている技術の詳細と主な技術課題
（メタン熱分解の例）

国内外プロジェクト事例
（米国メタン熱分解R&Dの例）

国内外主要プレーヤーの取り組み・技術・
パートナーシップを踏まえたマッピング

（アルカリ水電解の例）

各製造技術の知財出願動向調査
（製造技術別推移）
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実施内容の概要：今後の技術開発の方向性

【将来の水素製造・利用技術の社会
実装方向性の整理】
水素製造技術動向や水準の調査結果
も踏まえながら、経済性、国内外での量
的ポテンシャル、各種水素用途での低炭
素水素での代替によるCO2削減効果な
どを検討。

その上で、将来の水素利用拡大と水素
製造技術の社会実装の姿について整
理・考察。

【将来の技術開発取り組み方向性】
これらを踏まえての、将来の技術開発取
り組み方向性について提案。

短中期的取り組み方向性 中長期的取り組み方向性

炭化水素由来
水素製造

 触媒の再生や耐久性向上のための技術開発
 副生炭素の分離と活用の方向性の明確化
 将来的なスケールアップのための小規模実証

 低コスト化に向けたエネルギー投入量
低減に資する技術開発（低温化や
反応器設計）

水電解  変動再エネ入力時の電解装置耐久性向上
 CAPEX 低減に向けた技術開発（高電流密

度化、高コスト部材使用量抑制など）
 グローバル動向を見据えた製造技術開発

 グローバルでのGWスケール電解装
置導入に向けた、貴金属触媒の大幅
利用量低減・フリー化への技術開発

 革新的材料開発技術（MI）

今回の調査結果に基づく今後の水素製造技術開発の取り組み方向性の提案
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